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　　主　　題（2008 ／ 2009）

国 際 会 長　　「希望の灯となろう」　分かち合いは微笑をもって　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「希望の灯となろう」　より良き奉仕のために共に働こう

西 日 本 区 理 事　　「思いやりを持ってワイズライフを !」

中 部 部 長　　「楽しくワイズ、スクラム組んで」

名 古 屋 会 長　　「輝く実績と歴史の『継承』」　全員参加型クラブを目指して！

2008 〜 2009　1　月　号　　(No743)

在 籍 29 名

第 1 例 会 22 名

　　メネット 11 名

第 2 例 会 5 名

　　メネット 0 名

ゲスト・ビジター 9 名

メーキャップ 0 名

出 席 率 85.2%

メ ネ ッ ト 会 7 名

12 月クラブ出席 B　　　F

切手  0pt

現金   0pt

小計  0pt

切手   2620pt

現金 0pt

累計 2620pt

12　

月

累
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７
〜
12
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青　木 　

飯　田 　

伊左治 ○

岩　田 　

尾　関 ◯ 

小　尾　○

加藤明 ◎

加藤晃 ○  

川　口 ○

川　本 ◎

木　本 ◯

久保田 ○

黒　川 　

小　谷 ○

五　島 ◎

坂　上 ○

塩　田 ○

鈴　木 功

相　馬 ○

高　森 ○

谷　川 ○

寺　田 ○

長　井 ○

成　瀬 広

西　村 ◎

平　野 ○

深　谷 ○

水　谷 ○

渡　辺 ○

12　月　　個　人　出　席 第 1 例 会（12/14）クリスマス特別ブログラム
　メネット　 伊左治　尾関　加藤（朱）　加藤（邦）　川本　長井

木本　五島　長井　西村　平野
　ゲスト　　 遠藤伸子　加藤華美　岡本菜央　馬原佑香・伶奈

仁科恵美子　今里隆博・駿吾　深谷愛
愛実の会クリスマス（12/13）
 加藤（明）谷川　渡辺　長井
　　メネット　 伊左治　尾関　加藤（朱）　加藤（邦）　西村　

長井　（成）
タワーズライツ（12/23）
  加藤（明）川本　久保田　小谷　谷川　長井

西村　深谷　渡辺　川口　小尾　
　　メネット　加藤（朱）　久保田　小谷

第　2　例　会

1 月 例 会 プ ロ グ ラ ム

と　き:2009 年 1月 20日 ( 火 )7:00p.m. ～ 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：2月第 1例会について　その他
　　　　　　次期役員選出の件

　新年明けましておめでとうございます。
　今年も皆様が心身共にお元気で、あらゆる場面で活躍されま
す事を心から祈念いたします。
　ご存知のように、昨年の世相を表す一文字漢字の第一位に
「変」の字が選ばれました。これは変革 (オバマ氏 )・変動 (原
油、為替、株価 )・変化（生活・気候）変遷 (オリンピック、ノー
ベル賞受賞 etc. 日本人の活躍による時代の流れ ) といった熟
語が印象に残ったことが、年末に発表された 10大ニュースを
見てもよく世相を反映していた、と同感します。めまぐるしい
変化や変動に対し、私達の行動や考え方がついていけない、「昨
日の常識」は「今日の非常識」を考えさせられる一年であった
と思います。
　しかし、一文字だけの「変」という言葉のニュアンスは、やっ
ぱり何かしら「変」なイメージを持ってしまうのです。「どこ
かがズレてるゾ !」「なにか、おかしくない ?」......。2008 年
も確かに変な事件が沢山ありました。米偽装事件、相撲部屋リ
ンチ殺人事件、秋葉原無差別殺傷事件、大分県教職員汚職事件、
首相(福田)突然降板劇、等々。事件の残虐性・重要性に比して、
その動機の軽薄さ、無責任さに共通点を見出すことができます。
　このように、私達は「ジコチュー」(自分 ( 達 ) さえよけれ
ば他の人はどうでもよい )の横行を止められない社会の中に生
きているのです。この事を今一度認識し、今年の歩みを始めな
ければなりません。
　じゃあ、どうすればいいの ......?
　幸いなことに、我々ワイズメンは、この事に対して新たな「指

脱「変な国」

川　本　龍　資

会　　長　川本　龍資
副 会 長　水谷　治　　深谷　聡
ブリテン　久保田　小谷　伊左治

書 　 記　平野　実郎
　　　　　五島　八郎
会　　計　川口　　恵

と　き：2009年1月13日㈫　6:30p.m.～8:30p.m.
ところ：名古屋YMCA
 司　会　西村　　清君

開会宣言 会　長　川本　龍資君
ワイズソング
聖書朗読・祈祷 　　　川口　恵さん
食　　事 
プログラム
○「年頭放談」　　

　　出席者全員の 1分間スピーチ
○「交流事業について」
　　IBC　聖岩クラブ　　木本精之助君
　　IBC　ミネアポリス　小尾　雅彦君
　　DBC  紀の川クラブ　長井　　潤君
諸 報 告
ハッピーバースディ
ドライバースピーチ 深谷　　聡君
讃美歌　121
閉会宣言  会長　川本　龍資君
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と　き :2008 年 12月 14日 ( 日 )18:00 ～ 20:30

ところ : ホテルアソシア

　　　　名古屋ターミナルブラッセリーエスペランサ

　恒例のクリスマス特別例会はお馴染みのエスペランサにて

開催、出席 40名の盛会でした。

　招待ゲストはシャンソン歌手の遠藤伸子さんとチャリティ

ーランに当クラブ代表として出た加藤晃孫メットチームの 4

人。また特別参加は元メネットの仁科さん、四月の例会で高

校教諭としての体験を美声の歌とともに語られた今里隆博さ

んと子息、深谷メンのコメット愛ちゃん。特筆すべきは川本

メネットの初参加でした。

　第一部の礼拝は谷川メンの司会、川本会長の奨励は「世界

で始めてのクリスマス」と題して、救い主降誕の良き知らせ

が先ず最初に社会的に最も低い羊飼い達に示されたことの意

義など力強くクリスマスのメッセージを語られた。

　第二部祝会は、川本会長の司会でゲスト紹介などの後メイ

ンアトラクションとして、シャンソン歌手の遠藤伸子さんが

長井メンのギター伴奏（これもお世辞なしでプロ級）によ

りシャンソンの名曲 5曲と遠藤さんのオリジナル「生きる」

を熱唱して頂いた。遠藤さんは早く両親をなくされ結婚育児

の後、47 才で歌手としてデビューされ、2003 年 3月には

亡き母の夢であったNYカーネギーホールでのリサイタルを

実現された。現在までに福祉施設などの」ボランティアライ

ブ 177回とのこと。「歌は私の祈り」のテーマ通り、心に沁

み入る大人のうたを心ゆくまで聴かせて頂いた。

　拙しい一句

　“シャンソンに女人（ひと）の年輪刻まれる”

　その後、会食団らんに続き平野メン、深谷メン、渡辺メ

ンによりドアプライズが全員に手渡されてお開きとなりまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塩田　保）

　

と　き :2008 年 12月 16日 ( 火 )19:00 ～ 20:30

ところ : 名古屋 YMCA

1）　12/13　愛実の会クリスマス結果報告

　　12/14　クリスマス特別例会の報告

2）　○ 国際選挙について（次期国際会長　国際会計　国際

議員）会長に一任（国際協会より提出されたリスト

より）

　　○  2010 横浜国際大会への参加者（第一次参加見込数）

とピンバッジ購入数について。

　　　当クラブより長井メンが実働委員に選出された。

3）　1月第一例会について

　　テーマ： IBC・DBC今一度皆で「交流事業」について

認識を深める時としよう。

　　担　当：聖岩クラブ　木本君　尾関君　五島君

　　　　　　ミネアポリス　小尾君　相馬さん　木本君

　　　　　　紀の川クラブ　長井君

4）　ロールパックマラリアについてのPR（ニコボックス）

5）　新年合同例会　2009 年 1月 22日（木）松楓閣

　　中部ワイズセミナー　2009 年 1月 25日（日）　

　　　　　　　　　　　　名古屋YMCA

針」を設定しなくても良いのです。
 YMCAのサービスクラブである、我々ワイズメンは「日本
YMCA基本原則」・「YMCAの願い」に代表される、崇高な
使命を既に与えられているからです。この使命に従って展開
されている YMCAの各事業に積極的に係っていくことこそ
が、YMCA活動の更なる強化になり、YMCAの使命が広く

社会に伝わり、人を人としてみることの出来る社会の到来を
確信するものだからです。
 「変」な国からの脱却の第一歩、共に歩みましょう !

『キリストこそ私達の平和であり、二つのものを一つにし、
隔ての壁を打ちこわし ...( エペソ 2:14)』

■■■  第2例 会レポート ■■■

■■■  第1例 会レポート ■■■
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「肉の思いは死であり、霊の思いは命と平和であります。」

ローマの信徒への手紙８：６

西　村　　清
　

　あけましておめでとうございます。２００９年の幕開けで

す。世界的経済恐慌の中での幕開けでもあります。私たちの

存在基盤を揺るがす幕開けです。しかしそのような中でなお、

希望を持って進んで行くことの大切さを覚えたいと思うので

す。

　「夜は近きにあり」はダグ・ハマーショルドが死後発表さ

れた日記の中に何度となく繰り返されている言葉でありまし

た。彼はスウェーデンの代表的な知識人、すぐれた政治家、

また外交官でもありました。国連の名事務総長として、多く

の国際問題を解決に導きました。

　「夜は近きにあり」という句は賛美歌の中のことばであり、

ハマーショルドの母親が毎年大晦日に、この詩を朗読するな

らわしであったのです。「夜は近きにあり。」そう、またひと

とせを重ねた。そして、もしきょうが最後の日であるとした

ら！　日は日にあいつぎ、われわれを容赦なく前へ前へと押

しやってゆく。̶この最後の日にむかって。

　彼は数々の問題を処理しながら、背後で必死に祈りを重ね、

夜が近いがゆえに、与えられた一日一日を、残された人生の

第一日目として新しく迎えること、そしてその一日が一生で

あるかのように、日々をていねいに生きようとしたのです。

この話を聞いて、中世の修道院での僧たちの会話のことを思

い起こすのです。僧たちの挨拶が、「メメント・モリ」（あな

たの死を覚えよ）でした。私たちは生まれた時から、極言す

れば「死に向かっての歩み」です。だから自分の死を覚えな

がら、「今日を精一杯生きる」ことが求められているのでは

ないでしょうか。これが神様の与えてくださる命であり、平

安なのです。

　夜は近づいている。その「夜」をふさわしく迎えるために、

与えられている「昼間」を、“慎み深く”過ごす、そのよう

な一年でありたいと願うのです。この年も神様のみ守りと平

安が皆様の上に豊かにありますように祈ります。

『ワイズメンの賢い話』(No156）

『十戒（第四戒）』

　「去年から、十戒について説明しているけど、今回は

第四戒で、“安息日を心に留め、これを聖別せよ”とあ

るよ」。「それはどういうこと？」。「安息とは“安らかに

休む”ということなのだよ。神さまは天地創造された時

に七日目には休まれたのだよ。それと同じように、私た

ちは、仕事がどんなに忙しくても、七日目には休むこと

が必要なのだよ。それで、日曜日が出来たのだよ。日本

でも、この習慣が取り入れられて、現在では、日曜日に

休むことは、当たり前になっているよね」。「そうだね。

でも、仕事が忙しくて、日曜日でも休めない人もいるよ」。

「そして、十戒には、日曜日をただ休むだけではなくて“聖

別せよ”とあるよ。それは、日曜日には、必ず教会に行

って、神さまを礼拝することが聖別することになるのだ

よ。それが、キリスト教徒に義務づけられているのだよ」。

（寺田仁計）

クリスマスキャロル in タワーズライツ

　12月 23日名古屋 YMCA主催のクリスマスソングを楽し

む「キャロル in タワーズライツ」が開かれた。

　サンタクロースに扮した聖歌隊 185人が「きよしこの夜」

「もろびとこぞりて」など 5曲を披露、会場に詰めかけた家

族連れやカップルと共に合唱は寒い夜空のイルミネーション

の中に溶け込んで響いた。

部長　あいさつ

「ちょっといい話」…ですかねぇ

部長　谷　川　　修

　11 月から 12 月にかけては、様々な福祉施設や国際協力

団体などから、寄付の申し込みが殺到します。名古屋クラブ

の某メンは、敬老パスの恩恵を受けた時より、かれこれ 10

年乗車券分の半額をその都度募金箱に蓄えるようにしていま

す。これが年間数万円となり、毎年何ヶ所かへの寄付金に加

えているとのこと。できそうでできない、まさに某メンの細

やかな性格を表したお話しです。部長もあと半年です。前半

期は楽例会に始まり、部会で最高に盛り上がり EMCセミナ

ーでちょっと落ち込むなど試行錯誤の連続ながら、キャビネ

ットを中心に支えられて、どうにか無事にすすめられたかな

と感じています。後半期もお支えを宜しくお願いします。
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・と　き　　１月１６日（金）
・会　場　　イタリアンレストラン“オガシ”
・集　合　　JR春日井駅改札前　１１時３０分
・会　費　　２, ５００円

※ご出席される方は１３日（火）中に西村メネットまで
Tel.fax. 052-798-1539

1月メネット例会ごあんない

メ ネ ッ ト 例 会 レ ポ ー ト

クリスマスwith“愛実の会”＆“紙風船”

と き :2008 年 12月 13日 ( 土 )10:00 ～ 14:00

ところ : 大地の家

 

　愛実の皆様と１０回目のクリスマスをお祝いできました事を

感謝いたします。特に今年は紙風船の方たちもご一緒してくだ

さいました。重ねて感謝です。

更に今回は、４名のメンの参加で総勢４４名、会場を熱田区生

涯学習センターに移動しての祝会になりました。

　まず、“真悟歌のおにいさん”のギター伴奏でクリスマスソ

ングや、予めリクエストのあった歌の大合唱。コブクロの桜・

スマップの世界に一つだけの花など、おじさんおばさんは、む

ずかしいリズムにたじたじでした。

　メインの出し物は、４人のサンタさんによる懐かしい髭ダン

ス。文字通り身体を張った迷演技？に拍手喝采。とても楽しい

ひと時を持つことができました。（後遺症が数日続いた某 Tサ

ンタさん、来年までに身体を鍛えてネ。）

　会場の都合上、昼食はそれぞれの場所でいただきました。メ

ニューは、今年も何日も前から準備して下さった成さんのとろ

とろホワイトシチューと、メネット手作りケチャップライスと

デザートのゼリー。私達は、愛実の皆さんと楽しくおしゃべり

しながら美味しくいただきました。

　今年初めて紙風船の皆さんとご一緒したのですが、会場移動

の為あわただしく、お話する時間も取れませんでした。一緒に

もっとお話できる良い方法があればと思います。

　尚３月の“中部チャリティステージ”に“紙風船”の皆さん

が出演してくださいます。是非ご観覧をご予定に

　１月のメネット会は、恒例女正月！春日井のとても美味しい

と評判のイタリアンレストラン“オガシ”に繰り出します。是

非是非お出かけ下さい。

（長井　衣世）

メ　ン　　
1月 6 日 木本精之助君
 7 日 西村　　清君
 15 日 平野　実郎君

メネット　　
1月 1 日 鈴木　侯子さん
 2 日 加藤　邦子さん
 6 日 高森　敏子さん
 30 日 久保田美代子さん
特別メネット
1 月 30 日 深谷　朗子さん

1月 12 日 長井　潤・衣世夫妻
 23 日 黒川博英・勝子夫妻

新年合同例会
と　き　2009 年 1月 22日（木）7：00pm～　

ところ　覚王山　松楓閣

会　費　12,000 円（名古屋グランパス主幹）

クラブ会計よりお願い
会費の納入は郵便振替にて取り扱って居ります。

 
口 座 名　名古屋ワイズメンズクラブ
口座番号　12120-82306781

※ 3ヶ月分 21,000 円　6ヶ月分 42,000 等の
お振込をお願いいたします。（3ヶ月単位）

今月からの讃美歌　１２１番
　新しい年を迎え、イエスの生涯を現した曲を選びました。作曲者の由木康は、イエスの神性について思い悩んだ
結果、一つの確信を得て大正 12年にこの曲を作りました。安部正義による作詞のこの曲は、日本人による讃美歌
の中でも最もよく歌われる一つと言われています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長井　潤）


